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1. はじめに

近年，無料でビデオチャットができるソフトウェアやス
マートフォンの普及により，容易にビデオチャットを行える
環境が整ってきた．これにより，様々な形態の遠隔会話手法
が研究されてきた．その一例として，対話環境を半永続的
に維持して行う遠隔会話の研究がなされている．家族間で
対話環境を維持し遠隔会話を行う場合，交換される間接的
情報の種類によらず，偶発的に会話が発生することが分かっ
ている [1]．同様に，複数の遠隔地間で対話環境を半永続的
に維持する遠隔会話の研究がなされている．Portholes[2]で
は，複数地点間のリモートワークを可能にすることにより，
コミュニティ意識の構築に役立つことが分かっている．
しかし，遠隔地と半永続的にビデオチャットをする場合，

プライバシーの問題が発生する．特に，複数地点間で常時
接続する場合，先行研究のVideoWindow[3]では，空間同士
をそのまま接続しているため，誰が誰と何を話しているか
が分かり，個人間の会話をシステム利用者全員が聞くこと
ができるようになっている．そのため，気軽にインフォー
マルな会話をすることができないという問題がある．また，
プライバシー保護のため会話中に会話の様子を第三者に表
示しないようにしてしまうと，プライバシーを保護した状
況下でもアウェアネスが不明確であるため，対話先の状況
が分からず，会話を遮っても問題ないと判断することが難
しい．今まで，複数地点間で常時遠隔会話をする時，プラ
イバシーの保護の観点において，極端な手法が用いられて
いた．
そこで，本研究では，対話内容を利用し，各遠隔地点の

プライバシーレベルに合った会話状況判別機能を提供する．
これにより，プライバシーを部分的に保護した状況下でも，
各遠隔地点の状況を把握できる手法を提案する．これより，
プライバシーを考慮に入れた状況下でも，第三者が各遠隔
地点の状況を把握し，対象者に話しかけるきっかけを作る
ことができると考える．

2. 関連研究

2.1 プライバシー保護

ビデオチャットを複数地点と接続しながら行う研究がな
されている．Web会議やテレビ会議のような，参加者が疑
似的に 1か所に遠隔接続し会議を行い，移動にかかる費用
を抑えつつ，メールや電話よりも情報量の多いやり取りを
可能にするとして注目されてる．Paulらの Portholes[2]で
は，複数地点間の遠隔接続により，複数人を 1つのブラウ
ザに表示して，誰がどのような状況であるかをソーシャル
ブラウジングできるようにしている．他のシステム利用者
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から見られるのは，自分が他の参加者を見ている時だけで，
常時接続するうえで問題となっているプライバシーを守る
ことのできるシステム形態をとっている．しかし，システ
ムに接続しているすべてのユーザが，同様に接続している
他のユーザ同士の会話や様子を閲覧することができる形式
であるため，個別で話したい会話に対応できないという問
題がある．
また，半田らのなめらカーテン [5]は，カーテンに見立

てた布の開け閉めを利用し，開けた時は直接的なコミュニ
ケーション，閉めた時はアンビエントなコミュニケーション
をすることができ，接続地点のプライバシー状況に合わせ
て柔軟に遠隔会話を続けることができるようになっている．

2.2 トピック推定

会話内容から，会話のトピックを推定する研究がなされ
ている．丸田 [6]の研究では，対話ログから動的に推移す
る話題を検出する手法を提案し，継続した会話である雑談
などの非タスク型対話システムへの導入がなされた．

3. 提案システム

本章では，開発したシステムの概要について述べる．本
システムは，複数地点間で常時遠隔会話する際のプライバ
シー問題を軽減するために，各遠隔地点における，プライ
バシーレベルに合わせた，第三者に対する情報提示手法を
提案する．プライバシーレベルに合わせ，各遠隔地の対話
内容を利用し，会話内容を表示したり，会話内容からトピッ
クを分析し表示したり，トピックの変化を分析することに
よって，対話内容がタスク型対話 (目的のある会話)か非タ
スク型対話 (雑談)であるかを分析し表示したりする．これ
により，第三者が各遠隔地点の状況を把握し，対象者に話
しかけるきっかけを作る．以下，本システムの設計方針，シ
ステム機能およびシステム構成について示す．

3.1 システムの設計方針

本システムの設計方針を以下に示す．

(1)プライバシー考慮
各遠隔地点の会話の内容によって，プライバシーレ
ベルは変わってくる．そこで，遠隔地の状況に合わ
せて，提示する情報の種類を変化可能にする．これ
により，プライバシーレベルに応じた情報提示が必
要であると考える．

(2)提示内容の情報量調節
プライバシーを考慮しない場合，遠隔会話システム
では，そのまま映像と音声が利用されてきた．プラ
イバシーを考慮する状況を想定して，先行研究では，



映像の人物にモザイクをかけるなど，提供したい情
報に合わせ映像加工を施し情報提示を行った [7]．ま
た，複数地点間で常時遠隔接続をする際，音声は衝
突が起こりやすいため，音声データを文字データに
変換した内容の利用が考えられる．文字データの情
報量を落とし，トピックなどの形で利用するで，映
像の際と同様，対話先のプライバシーレベルに合わ
せて情報量を変更することを考える．例えば，特定
の議題について話しているときに，トピックを公開
することによって，議題に関係のある人物が会話に
入ってくることが考えられる．また，対話はしてい
るが，要件によっては割り込みがあっても問題ない
という時に，雰囲気をつかむ情報を提示することに
よって割り込みをしやすくなると考えられる．トピッ
ク推定には，文章中のトピックの決定と，動的に推移
するトピックを予測するアルゴリズムである．Sidner
の焦点モデル [8]を参考にする．

3.2 システム機能

常時複数地点間接続におけるプライバシーレベルを基準
とする情報提示の手法について述べる．プライバシーレベ
ルの分類を行う際に，過去の関連研究 [2]でも利用されて
いる，情報を完全公開，完全秘匿する機能が必要であると
考えられる．しかし，上記の機能だけでは，対話をする時，
提示できる選択肢は完全公開か完全秘匿となる．本研究の
目的は，プライバシー保護下で状況理解することが目的で
ある．そこで，対話先で話している内容すべてを表示する
わけではないが，トピックを表示することで，トピックに
関連する人物なら参加できるというような，完全公開のプ
ライバシーレベルから少しだけ厳しくした機能が必要であ
る考えられる．また，対話先の雰囲気だけを表示すること
で，基本的に対話をしていて邪魔をされたり，対話を聞か
れたくはないが，話しかける用事がある人が話しかけるこ
とができるように，完全秘匿のプライバシーレベルを少し
だけ緩くした機能を必要と考える．プライバシーレベルは
以上の理由から 4つにした．

完全公開
音声や対話している内容を含め，知られても問題の
なく，誰から話しかけられても問題のない状況にい
る時，音声もしくは，対話内容を文字に変換した内
容を表示する．映像もそのまま表示する．

対話トピック公開
特定の会話内容について話しているときに，トピッ
クを公開することにより，トピックに関係のある人
物が会話に入ってくることを意図する．対話してい
るトピックに関わりのある人物を許容しているため，
映像もそのまま表示する．

対話雰囲気公開
今，自分が話している相手と集中して会話をするこ
とが目的ではあるが，要件によっては割り込みがあっ
ても問題ないというときに，対話内容がタスク型対
話か非タスク型対話かなどの雰囲気をつかむ情報だ
けを公開する．対話内容や対話相手が知られたくな
いので，今回は映像全体にモザイクをかけた映像を
利用する．

図 1: システム構成

完全秘匿
複数地点間常時遠隔会話システムを利用中に，離席
する場合や，自分の仕事に集中しるため，誰にも話
しかけられたくない場合などに，第三者に対する情
報開示を映像も含めすべて秘匿する．

3.3 システムの構成

図 1にシステム構成図を示す．各遠隔地の対話音声を遠
隔地に設置されているマイクで取得する．WebSpeechAPI
を利用して，マイクで取得した音声をリアルタイムに文字
に変換する (図 1(1))．変換された文字をローカル PC上に保
存する (図 1(2))．保存された文字を一定時間ごとにMeCab
を利用して形態素解析を行い，抽出された名詞から会話内
容のトピックを LDAを利用して推定する (図 1(3))．抽出さ
れた文字や単語の内容の前後を比較し，内容の距離が遠く
なればなるほど，雑談である可能性が高いと判断する (図
1(4))．以上の情報を，プライバシーレベルに合わせて提示
する (図 1(5))．

4. おわりに

本稿は，複数地点間で常時遠隔会話する際のプライバシー
問題を軽減するために，各遠隔地点のプライバシーレベル
に合わせた，第三者に対する情報提示手法のシステムにつ
いて述べた．今後は，本システムが導き出したトピックが
妥当なものであるかや，タスク型対話，非タスク型対話の
どちらであるかを人間が判断した場合と比較して，どのよ
うな違いがあるのを実験する．
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